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ア
メ
リ
カ
'
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
沖
縄
研
究
の
歴
史
と
課
題

仲

地

一
'

エ
ー
ル
大
学

一
九
八
七
年
'
国
際
琉
球
研
究
学
会

(代
表
世
話
人

･
平
恒
次
イ
リ
ノ
イ
大
学
教
授
)
の
発
足
を
契
機
に
沖
縄
研
究

を
国
際
的
視
野
で
研
究
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
｡
今
日
ま
で
の
和
文
'
漢
文
中
心
の
沖
縄
研
究
か
ら
欧
文
の
資
料

と
海
外
の
研
究
者
の
理
論
を
活
用
す
る
こ
と
で
沖
縄
研
究
を
単
に
地
域
の
学
問
か
ら
広
-
世
界
の
学
問
に
広
げ
る
こ
と

も
国
際
琉
球
研
究
学
会
の
目
的
の

一
つ
で
あ
る
｡
私
は
国
際
琉
球
研
究
学
会
の

1
員
と
し
て
学
会
の
主
旨
に
賛
同
す
る

立
場
か
ら

｢
カ
ナ
ダ

･
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
沖
縄
研
究
の
歴
史
と
課
題
｣
の
テ
ー
マ
で
'
研
究
す
る
機
会
が
あ
っ
た
｡

以
下
は

一
九
九
十
年
二
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
'
沖
縄
県
人
材
育
成
財
団
の
回
外
研
究
員
と
し
て
ア
メ
リ
カ
'
カ
ナ
ダ
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で
調
査
し
た
報
告
で
あ
る
｡

欧
文
琉
球
文
献
に
関
す
る
先
駆
的
な
研
究
者
は
エ
ー
ル
大
学
東
ア
ジ
ア
言
語
文
学
科
主
任
講
師
の
山
口
栄
鉄
さ
ん
で
､

彼
の

l
連
の
著

｢琉
球
'
異
国
典
籍
と
資
料
｣
(
1
九
七
七
年
版
)
'
｢異
国
と
琉
球
｣
二

九
八
六
年
版
)
に
主
要
文
献

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
｡
恵
ま
れ
た
エ
ー
ル
大
学
の
古
文
書
館
に
埋
も
れ
た
琉
球
文
献
を
研
究
者
の
手
引
き
と
し
て
紹
介

し
た
今
ま
で
の
功
績
は
大
き
い
.
こ
れ
ら

一
連
の
著
は
今
後
の
欧
文
の
琉
球
文
献
調
査
の
道
案
内
書
で
あ
る
｡

こ
の
道
案
内
書
を
基
に
エ
ー
ル
大
学
に
眠
る
琉
球
文
献
書
に
目
を
通
す
と
､

一
番
古
い
文
献
は
ブ
ラ
ー
ジ

ュ
･
ダ
ン

ボ
ル
ケ
の

｢
ダ
ン
ボ
ル
ケ
ル
ク
伝
｣
(ポ
ル
-
ガ
ル
語
､

1
七
五
五
年
出
版
)
で
､
そ
の
中
に

｢
ゴ
ー
レ
ス
の
島
は
レ

キ
オ
｣
と
記
録
さ
れ

｢
レ
キ
オ
人
｣
ら
し
き
人
が
マ
ラ
ッ
カ
ま
で
貿
易
に
来
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
本
は

一
五

二

年
に
マ
ラ
ッ
カ
を
植
民
地
に
征
服
し
た
ダ
ン
ボ
ル
ケ
ル
ク
に
つ
い
て
､
息
子
が
後
日
'
書
い
た
伝
記
で
あ
る
｡

レ
キ
オ
人
が
果
し
て
琉
球
人
で
あ

っ
た
か
が
'
研
究
の
焦
点
で
あ
る
｡

十
六
世
紀
初
頭
か
ら
琉
球
を
訪
れ
た
文
献
の
中
で

1
番
の
功
績
は
イ
ギ
リ
ス
人
'
バ
ジ
ル
･
ホ
ー
ル
大
佐
の
著
わ
し

た

｢朝
鮮
西
部
沿
岸
及
び
大
琉
球
島
航
海
探
検
記
｣
二

八

一
八
年
版
)
で
'
そ
の
初
版
は
エ
ー
ル
大
学
に
残
る
o

ホ
ー
ル
は

l
八

1
六
年
'
ラ
イ
ア
ラ
号
で
来
琉
L
t
琉
球
に
六
週
間
滞
在
し
た
o
そ
の
時
の
模
様
を
記
録
し
た
琉
球
紀

行
の
章
に
琉
球
の
生
活
風
景
､
社
会
状
況
､
植
物
が
記
載
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
同
行
し
た
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
は
琉
球
言
語

を
採
取
し
た
o
こ
の
探
検
記
は

一
八

1
八
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
さ
れ
'
引
き
続
き
オ
ラ
ン
ダ
'
ド
イ
ツ
'
イ
タ
リ
ア
'

ア
メ
リ
カ
で
も
翻
訳
出
版
さ
れ
'
当
時
紀
行
文
学
の
名
著
と
し
て
賞
賛
を
受
け
た
0
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｢武
器
の
な
い
大
琉
球
｣
の
バ
ジ
ル
の
表
現
は
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
公
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
王
を
驚

か
し
､
こ
の
本
に
触
発
さ
れ
て
琉
球
に
向
か
っ
た
西
洋
人
は
多
か
っ
た
｡

こ
れ
ま
で
も
た
び
た
び
紹
介
さ
れ
て
い
る
本
で
'
カ
マ
ド
ゥ
･
ペ
リ
ー
提
督
の

｢
日
本
遠
征
記
｣
(
一
八
六
五
年
版
)

と

｢
ペ
リ
ー
提
督
自
筆
日
誌
'

一
八
五
二
年
-
五
四
年
｣
二

九
六
八
年
版
)
と
米
国
政
府
海
軍
省
編
の

｢米
国
海
軍

日
本
遠
征
関
係
公
文
書
'

1
八
五
四
-
五
五
年
｣
二

八
五
六
年
出
版
)
が
あ
る
｡
随
行
員
の
通
事
サ
ム
エ
ル
･
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
博
士
が
ペ
リ
ー
提
督
か
ら
琉
球
国
総
理
大
臣
'
尚
宏
勲
に
あ
て
た

｢琉
球
王
国
へ
の
接
見
｣
の
漢
文
翻
訳
書

の
古
文
書
も
あ
る
｡

波
の
上
の
ガ
ン
チ
ョ
I
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
､
沖
縄
に
最
初
に
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
道
し
た
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
師
の

一

連
の
著
も
ス
タ
ー
リ
ン
グ
記
念
図
書
館
に
納
め
ら
れ
て
い
た
｡
｢
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
書
簡
-
前
期
三
年
の
琉
球
伝
道
報

告
｣
二

八
五
十
年
版
)
｢ピ
ー
タ
ー
･
パ
ー

カ
I
師
宛
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
書
簡
｣
二

八
五
三
年
版
)
｢琉
球
伝
道

1
八

五

1
-
五
二
年
度
報
告
｣
(
1
八
五
三
年
版
)
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
師
訳

｢路
加
伝
福
音
書
｣
二

八
五
二
年
版
)
な
ど
で

あ
る
｡

琉
球
言
語
研
究
の
古
典
名
著
'
バ
ジ
ル

･
ホ
ー
ル
･
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の

｢
日
琉
語
比
較
文
典
語
蓑
｣
二

八
八
五
年

版
)
も
保
管
さ
れ
同
著
は
'
日
琉
語
対
訳
文
例
'
琉
球
歌
劇

1
篇
'
語
嚢
千
三
百
余
語
が
含
ま
れ
て
い
る
｡
チ
ェ
ン
バ

レ
ン
は

｢大
琉
球
航
海
探
検
記
｣
を
著
わ
し
た
バ
ジ
ル
･
ホ
ー
ル
の
孫
に
あ
た
り
へ
バ
ジ
ル

一
家
が
琉
球
研
究
に
果
た

し
た
功
績
は
計
り
し
れ
な
い
｡
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宮
古
'
八
重
山
関
係
で
エ
ド
ワ
ー
ド

･
ペ
ル
シ
ャ
-
船
長
が
著
わ
し
た

｢
サ
ン
セ
ン
号
航
海
記
｣
へ
一
八
四
八
年
版
)

が
あ
げ
ら
れ
る
｡
ベ
ル
シ
ャ
ー
船
長
は

一
八
四
三
年
の
暮
れ
か
ら

一
八
四
五
年
六
月
に
か
け
て
八
重
山
諸
島
に
六
週
間
'

宮
古
諸
島
に
二
週
間
滞
在
し
先
島
諸
島
の
風
俗
､
習
慣
'
政
治
形
態
､
信
仰
'
罰
則
な
ど
を
記
録
し
た
｡

こ
れ
以
外
に
も
貴
重
な
欧
文
文
献
が
エ
ー
ル
大
学
に
眠
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
｡
エ
ー
ル
大
学
に
勤
め
る
山
口
講
師

が
地
の
利
を
生
か
し
て
'
時
祈
り
紹
介
し
て
い
る
も
の
の
ま
だ
ま
だ
す
べ
て
に
行
き
届
か
な
い
｡
加
え
て
'
米
軍
が
沖

縄
占
領
開
始
以
前
の
エ
ー
ル
大
学
文
化
人
類
学
部
の
琉
球
研
究
文
献
､
琉
球
史
の
記
録
の
あ
る
中
国
語
文
献
も
残
っ
て

い
る
｡

エ
ー
ル
大
学
は
欧
文
琉
球
文
献
研
究
の
宝
庫
で
あ
る
｡

二
㌧
ハ
ワ
イ
大
学

ハ
ワ
イ
大
学
は
次
の
四
つ
の
点
で
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
沖
縄
研
究
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
｡
①
米
軍
が
太
平
洋
戦
争
時
の

沖
縄
上
陸
作
戦
前
'
沖
縄
統
治
準
備
の
沖
縄
研
究
は
ハ
ワ
イ
で
行
わ
れ
た
｡
②
米
国
民
政
府
の
米
国
留
学
生
の
大
多
数

は
ハ
ワ
イ
大
学
で
学
ん
だ
｡
よ
っ
て
留
学
生
の
修
士
'
博
士
論
文
が
数
多
-
あ
る
｡
③
琉
球
史
の
第

一
級
資
料
の
フ
ラ

ン
ク

･
ホ
I
レ
イ
文
庫
が
ハ
ワ
イ
大
に
あ
る
｡
④
沖
縄
を
テ
ー
マ
に
博
士
論
文
を
仕
上
げ
'
沖
縄
関
係
の
講
座
を
担
当

す
る
研
究
者
が
い
る
｡
⑤
沖
縄
か
ら
の
初
期
移
民
の
移
住
地
で
'
ハ
ワ
イ
大
学
に
移
民
関
係
の
資
料
､
出
版
が
あ
る
｡

⑥

ハ
ワ
イ
大
学
出
版
局
か
ら
沖
縄
関
係
の
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
｡
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ア
メ
リ
カ
軍
は
沖
縄
上
陸
直
前
に
ハ
ワ
イ
に
住
む
沖
縄
出
身
者
を
対
象
に
文
化
人
類
学
の
見
地
か
ら
琉
球
人
を
研
究

し
て
来
た
る
占
領
政
策
に
備
え
た
｡
そ
の
著

｢琉
球
諸
島
の
沖
縄
人
-
日
本
の
少
数
集
団
｣
(陸
軍
省
､

一
九
四
四
年

版
)
は

｢琉
球
人
は
大
和
人
と
違
う
｣

と
結
論
し
て
い
る
｡

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
人
類
学
教
授
の

ア
ル
フ
レ
ッ
ド

･
ト
ッ
ザ
I
博
士
が
中
心
に
な
っ
て
研
究
し
た

｢
シ
ビ
ル
･
ア

フ
ェ
ア
-
ズ

･
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
｣
も
ハ
ワ
イ
で
執
筆
さ
れ
た
｡
同
著
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
占
領
手
引
書
で
学
問
内
容
の
評

価
は
む
つ
か
し
い
が
'
兵
隊
が
沖
縄
を
知
る
手
段
に
な
-
え
た
｡

沖
縄
研
究
を
ア
メ
リ
カ
に
広
げ
た
と
い
う
点
で
特
筆
さ
れ
る
こ
と
は
､
米
国
占
領
下
の
米
留
学
生
制
度
で
あ
る
｡
こ

の
制
度
は
､
親
米
知
識
人
の
育
成
と
い
う
批
判
も
あ
る
が
､
留
学
生
が
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
沖
縄
関
係
の
論
文
を
仕
上

げ
､
そ
れ
が
､
特
に
ア
メ
リ
カ
に
沖
縄
研
究
を
広
げ
る
大
き
な
役
割
に
な
っ
た
点
は
評
価
し
て
よ
い
｡

1
九
四
五
年
か
ら

t
九
七
二
年
ま
で
に
ハ
ワ
イ
大
学
で
学
ん
だ
留
学
生
か
ら
三
つ
の
博
士
論
文
と
二
十
七
の
修
士
論

文
が
提
出
さ
れ
た
｡
博
士
論
文
は
松
田
貢
氏

(
ハ
ワ
イ
大
学
卒
業
後
'
琉
球
大
学
で
講
師
を
し
て
い
た
が
病
気
で
亡
-

な
っ
た
)
の

｢琉
球
王
国
の
政
府
t

l
六
〇
九
年
-

一
八
六

一
年
｣
(歴
史
学
'

1
九
六

一
年
)
'
崎
原
貢
氏

(
ハ
ワ
イ

大
学
準
教
授
)
の

｢徳
川
時
代
に
お
け
る
薩
摩
藩
の
財
政
の
中
の
琉
球
の
重
要
性
｣
(歴
史
学
t

l
九
七

1
年
)
'
山
里

清
氏

(琉
大
教
授
)
の

｢珊
瑚
礁
の
研
究
｣
(生
物
学
'

1
九
六
六
年
)
の
三
つ
で
あ
る
.

二
十
八
の
修
士
論
文
の
内
訳
は
文
化
系
で
歴
史
学
三
､
音
楽
学
二
㌧
地
理
学

一
､
言
語
学

一
㌧
社
会
福
祉
学

一
が
あ

る
｡
自
然
科
学
系
で
化
学
五
'
土
壌
学
四
､
動
物
学
三
'
放
射
能
学
三
'
植
物
学
二
､
微
生
物
学
二
が
あ
る
｡
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復
帰
後
の
自
費
留
学
生
'
比
嘉
悦
子
さ
ん

(民
族
音
楽
研
究
家
)
は

一
九
七
六
年
'
｢琉
球
の
古
典
音
楽
=

言
葉
の

表
現
の
分
析
｣
で
'
大
谷
き
よ
子
さ
ん
は

一
九
八

1
年
に

｢玉
城
朝
薫
の
研
究
-
二
重
敵
打
｣
で
､
音
楽
学
の
修
士
論

文
を
仕
上
げ
た
｡

ま
た
東
西
セ
ン
タ
ー
に
勤
め
る
大
城
清
子
さ
ん
は

一
九
八
十
年
に

｢
ツ
ー
リ
ズ
に
お
け
る
日
本
語
｣
で
教
育
学
博
士

論
文
､
新
里
る
み
子
さ
ん

(ピ

ッ
ツ
バ
ー
グ
大
講
師
)
は

1
九
八
四
年
に

｢沖
縄
方
言
の
研
究
｣
で
言
語
学
博
士
論
文

を
ま
と
め
た
o

次
に
特
筆
す
べ
き
点
は
'
す
で
に
多
く
の
人
々
が
紹
介
し
た
よ
う
に
ハ
ワ
イ
大
学
に
は
フ
ラ
ン
ク

･
ホ
ー
レ
イ
文
庫

が
あ
る
｡
イ
ギ
リ
ス
人
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
'
戦
前
'
収
集
し
た
琉
球
関
係
の
文
献
を
ハ
ワ
イ
大
学
が
購
入
し
て

ホ
-
レ
イ
特
別
文
庫
を
設
置
し
た
｡
歴
史
学
部
の
阪
巻
駿
三
博
士
の
御
尽
力
と
ハ
ワ
イ
沖
縄
県
人
会
の
協
力
で
京
都
か

ら
ハ
ワ
イ
に
移
っ
た
｡
琉
球
歴
史
研
究
の

一
級
の
資
料
で
'
沖
縄
県
の
財
政
で
沖
縄
に
こ
そ
保
管
す
べ
き
財
産
で
あ
る
｡

ハ
ワ
イ
大
学
で
は
県
出
身
の
崎
原
貢
準
教
授
が
'
｢
日
本
史
｣
と

｢沖
縄
史
｣
を
教
え
る
｡
崎
原
教
授
は
ハ
ワ
イ
に

住
む
条
件
を
生
か
し
'
自
ら
移
民
研
究
を
す
る
か
た
わ
ら
'
移
民
研
究
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
｡
ハ
ワ
イ
大
学
と
沖

縄
県
人
会
が

一
九
八
二
年
に
出
版
し
た

｢
ウ
ナ
ン
ナ
ン
チ
エ
ウ
｣
は
英
語
で
書
か
れ
た
学
術
書
で
あ
る
｡
仲
宗
根
宗
温

さ
ん
は

｢沖
縄
の
踊
り
｣
講
座
を
担
当
す
る
｡
か
つ
て
は
文
化
人
類
学
の
ウ
ィ
リ
ア
ム

･
レ
プ
ラ
教
授
が
沖
縄
カ
ル

チ
ャ
ー
の
講
座
を
担
当
し
て
い
た
が
'
数
年
前
に
亡
-
な
-
講
座
は
と
だ
え
て
し
ま
っ
た
｡

レ
プ
ラ
教
授
に
は

1
九
五
十
年
に
ハ
I
ヴ
7
-
ド
大
学
で
八
重
山
の
島
々
の
宗
教
を
ま
と
め
た
､
｢琉
球
の
宗
教
｣
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の
博
士
論
文
が
あ
る
｡
こ
の
論
文
は

｢琉
球
の
宗
教
｣
の
題
で
'

1
九
五
八
年
に
ハ
ワ
イ
大
学
が
出
版
し
た
｡
同
じ
文

化
人
類
学
の
分
野
で
'
ハ
ワ
イ
大
学
教
授
の
-
1
マ
ス
･
マ
レ
ン
ズ
キ
ー
教
授
は
東
村
平
良
部
落
を
研
究
し
た

｢平

良

･
沖
縄
村
｣
を

一
九
六
三
年
に
ハ
ワ
イ
大
学
か
ら
出
版
し
た
｡

言
語
学
で
は

｢首
里
方
言
の
研
究
｣
で
コ
I
ネ
ル
大
学
か
ら

l
九
七
三
年
に
博
士
号
を
取
得
し
た
デ
ビ
ッ
ド

･
ア

シ
ュ
ワ
ー
ド
準
教
授
'
｢諸
屯
I

前
近
代
史
の
北
部
琉
球
方
言
の
研
究
｣
で

l
九
八
四
年
に
エ
ー
ル
大
学
で
博
士
号
を

取
得
し
た
レ
オ
ン
･
シ
ュ
ラ
フ
ィ
ン
助
教
授
が
い
る
｡

ハ
ワ
イ
大
学
東
ア
ジ
ア
図
書
館
の
松
井
正
人
館
長
は
ホ
-
レ
イ
文
庫
に
詳
し
-
'
こ
れ
ま
で
東
京
の
本
邦
書
籍
と
協

力
し
て
ホ
-
レ
イ
文
庫
の
l
部
を
復
刻
す
る
大
き
な
仕
事
を
仕
上
げ
た
｡
県
出
身
の
仲
村
淳
さ
ん
は
専
門
司
書
と
し
て

東
洋
研
究
に
便
宜
を
計
っ
て
く
れ
る
｡

ハ
ワ
イ
大
学
出
版
局
か
ら
琉
球
関
係
の
本
が
数
多
-
出
版
さ
れ
て
い
る
｡
す
で
に
述
べ
た
本
の
他
､
リ
チ
ャ
ー
ド

･

ビ
ア
-
ソ
ン
教
授

(カ
ナ
ダ

･
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
)
の

｢琉
球
列
島
の
考
古
学
｣
(
一
九
六
九
年
)
､

阪
巻
敦
三
博
士
の

｢琉
球
書
誌
稿
｣
(
一
九
六
三
年
)
'
｢琉
球
人
名
地
名
辞
典
｣
二

九
六
四
年
)
な
ど
重
要
な
文
献
が

あ
る
｡

こ
の
よ
う
な
裏
付
け
か
ら
'
ハ
ワ
イ
大
は
ア
メ
リ
カ
で
の
沖
縄
研
究
の
発
生
地
で
あ
る
｡
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三
'
ホ
-
レ
イ
文
庫

研
究
者
間
で
は
よ
-
知
れ
渡
っ
て
い
る
琉
球
研
究
の
第

一
級
文
献

｢
ホ
-
レ
イ
文
庫
｣
は
ハ
ワ
イ
大
学
図
書
館
東
洋

部
の
三
階
に
あ
る
｡

戦
前
､
琉
球
関
係
の
文
献
を
収
集
し
た
フ
ラ
ン
ク

･
ホ
ー
レ
イ
は
イ
ギ
リ
ス
人
で

一
九
三
十
年
ご
ろ
'
ロ
ン
ド
ン
タ

イ
ム
ス
東
京
支
社
社
長
と
し
て
日
本

へ
渡
っ
た
｡
京
都
'
山
階
に
三
十
年
住
み
､

一
九
六

一
年
に
亡
-
な
っ
た
｡
奏
は

島
袋
久
子
で
'
沖
縄
出
身
者
ら
し
い
姓
だ
が
定
か
で
な
い
｡

ハ
ワ
イ
大
学
歴
史
部
の
阪
巻
駿
≡
博
士
'
比
嘉
春
潮
氏
'
仲
原
善
忠
民
ら
の
働
き
で
､
ホ
I
レ
イ
死
後
の

1
九
六

1

年
'
琉
球
文
献
は
海
を
渡

っ
た
｡
戦
前
'
沖
縄
に
あ

っ
た
琉
球
史
料
は
戦
火
で
焼
け
出
さ
れ
た
の
で
'
ハ
ワ
イ
大
学
の

｢
ホ
-
レ
イ
文
庫
｣
が
唯

一
､
頼
み
の
文
献
と
な
っ
た
｡
ホ
-
レ
イ
文
庫
所
蔵
の
文
献
は
日
本
語
文
献
七
六
五
件
'
韓

国
お
よ
び
中
国
語
文
献
四
十
四
件
'
欧
州
語
文
献
五
十
五
件
'
計
八
百
六
十
四
件
0

ホ
ー
レ
イ
文
庫
の
ハ
ワ
イ
行
き
の
大
事
業
を
成
功
に
導
い
た
阪
巻
教
授
は

1
九
二
九
年
か
ら

1
九
三

一
年
ま
で
京
都

の
同
志
社
大
学
で
英
語
講
師
を
し
た
こ
と
が
あ
-
へ
そ
の
時
期
に
ホ
-
レ
イ
氏
と
接
触
し
た
と
思
わ
れ
る
｡
阪
巻
教
授

は

一
九
〇
六
年
に
ハ
ワ
イ
で
生
ま
れ
､

ハ
ワ
イ
大
学
学
士
号

二

九
二
七
年
)
'
ハ
ワ
イ
大
修
士
号

二

九
二
八
年
)
～

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
博
士
号

二

九
三
九
年
)
の
経
歴
を
持
ち
t

l
九
三
九
年
か
ら

7
九
七
三
年
ま
で
ハ
ワ
イ
大
学
で
勤

め
た
｡
政
治
学
と
東
洋
史
の
研
究
者
だ

っ
た
｡
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ホ
-
レ
イ
文
庫
が
ハ
ワ
イ
大
学
に
着
-
と
､
ハ
ワ
イ
大
学
は
琉
球
研
究
の
権
威
者
'
比
嘉
春
潮
'
仲
原
善
忠
氏
を
東

西
文
化
'
技
術
交
流
セ
ン
タ
I

(硯
東
西
セ
ン
タ
ー
)
の
客
員
教
授
で
招
聴
し
､
文
庫
の
整
理
研
究
を
依
頼
し
た
｡
そ

の
後
､
中
世
琉
球
交
流
史
の
権
威
者
'
京
大
の
小
薬
田
淳
教
授
も
招
待
さ
れ
た
｡
日
本
人
研
究
者
に
加
わ
り
'
協
力
し

た
の
が
'
当
時
ハ
ワ
イ
東
西
文
化
セ
ン
タ
ー
の
所
員
だ
っ
た
文
化
人
類
学
者
の
ウ
イ
リ
ア
ム
･
レ
プ
ラ
博
士
と
ト
ー

マ

ス
･
ス
ズ
キ
博
士
だ
っ
た
｡

研
究
ス
タ
ッ
フ
の
分
類
研
究
の
成
果
は
阪
巻
駿
三
編

｢琉
球
文
物
叢
科
｣
(
一
九
六
五
年
)
で
ま
と
め
ら
れ
た
｡
そ

の
後
､
松
井
正
人
､
黒
川
智
佳
'
宋
美
名
子
共
編
､
崎
原
貢
解
説
で

｢琉
球
､
注
釈
文
献
｣
二

九
八

一
年
)
改
訂
版

が
出
た
｡
こ
れ
ら
の
目
録
を
読
め
ば
ホ
-
レ
イ
文
庫
の
蔵
書
が
わ
か
る
｡

本
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
'
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
で
見
方
が
異
な
る
の
で
'
こ
こ
で
は
古
い
順
に
十
冊
を
列
挙
し

て
､

一
部
を
紹
介
し
よ
う
｡

陳
侃

｢便
琉
球
録
｣
二

五
三
四
年
)
'
南
浦
文
之

｢南
浦
文
集
｣
二

六
二
五
年
)
､
琉
球
人
登
城
行
列

(
1
六
三
〇

午
)
'
杜
三
策
､
胡
靖

｢杜
天
使
便
冊
封
琉
球
真
記
奇
観
｣
(
l
六
三
三
年
)
'
袋
中

｢琉
球
神
道
記
｣
(
1
六
四
八
年
)
～

新
井
白
石

｢琉
球
国
事
略
｣
二

七

二

年
)
､
新
井
白
石

｢琉
球
国
来
碑
便
｣
二

七

1
0
年
)
'
程
順
則

｢雪
堂
燕
源

草
｣
二

七

一
四
年
)
｡

ま
た
珍
し
い
本
で
沖
縄
に
初
め
て
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
道
し
た
バ
ー
ナ
ー
ド

･
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
牧
師
の

｢約
翰
伝
福

音
書
聖
差
言
行
伝
｣
(
一
八
八
五
年
'
香
港
出
版
)
が
あ
る
O
琉
球
方
言
で
訳
さ
れ
た
唯

l
の
聖
書
で
あ
る
｡
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ハ
ワ
イ
大
学
は

一
九
八
十
年
に
宝
玲
叢
刊
編
纂
委
員
会

(代
表
'
ロ
バ
ー
ト

･
境
教
授
)
を
設
置
し
'
沖
縄
関
係
資

料
の
復
刻
版
を
出
版
し
た
o
今
ま
で
出
版
し
た
の
は

｢琉
球
教
育
｣
全
十
四
巻

(
一
九
八
十
年
)
､
｢琉
球
所
属
問
題
関

係
資
料
｣
全
八
巻

｢
l
九
八
十
年
)
'
写
真
集

｢望
郷

･
沖
縄
｣
仝
五
巻

二

九
八

1
年
)
'
｢江
戸
期
琉
球
物
資
料
集

覧
｣
全
四
巻

二

九
八

一
年
)
､
｢琉
球
風
俗
絵
図
｣
仝
二
巻

(
1
九
八

l
年
)
で
あ
る
｡

こ
れ
ま
で
の
復
刻
版
は
東
京
の
本
邦
書
籍
が
引
き
受
け
て
い
た
が
'
鈴
木
治
雄
社
長
の
死
で
'
続
刊
が
不
確
か
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
｡
学
問
の
公
開
性
'
元
々
'
沖
縄
の
財
産
だ
っ
た
こ
と
か
ら
'
沖
縄
県
教
育
庁
が
出
版
権
を
取
っ
て

復
刻
す
る
の
が
ベ
ス
ト
の
策
で
あ
る
｡

四
'
米
軍
統
治
下
の
沖
縄
研
究

沖
縄
研
究
が
海
外
へ
発
展
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は

一
九
四
五
年
ま
で
続
い
た
米
軍
の
沖
縄
統
治
も
寄
与
し
た
｡

米
軍
は
沖
縄
上
陸
直
前
に
す
で
に
沖
縄
研
究
に
着
手
L
t

一
九
四
三
年
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
軍
政
府
と
行
政
に
関

す
る
研
究
学
部
は

｢南
西
諸
島
｣
を
発
行
し
た
｡
す
で
に
ハ
ワ
イ
の
項
で
扱
っ
た
よ
う
に
陸
軍
省
は

一
九
四
四
年

｢琉

球
諸
島
の
沖
縄
人
-
日
本
の
少
数
派
｣
を
'
海
軍
省
は

｢
シ
ビ
ル
･
7
7
ユ
ア
ー
ズ

･
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
｣
を
'
ま
と
め

た
｡
こ
れ
は
エ
ー
ル
大
学
文
化
人
類
学
部
の
ジ
ョ
ー
ジ

･
ム
ラ
ド
ク
博
士
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
資
料
は

エ
ー
ル
大
学
に
残
っ
て
い
る
｡

米
軍
は
占
領
政
策
を
進
め
る
に
あ
た
-
'
次
々
と
資
料
作
成
を
行
っ
た
｡
｢
サ
マ
テ
-
シ
ョ
ン
･
オ
ブ
･
U
s
ミ
リ
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タ
リ
ー
ガ
ー
バ
メ
ン
ト

･
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

･
イ
ン
･
リ
ユ
ウ
キ

ュ
ウ
ア
イ
ラ
ン
ド
｣
｢琉
球
シ
ビ
ル
ア
フ
ェ
ア
I

ズ

･
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
｣
｢琉
球
ア
イ
ラ
ン
ド
フ
ァ
ク
ー
ブ
ッ

ク
｣
な
ど
で
あ
る
｡

一
九
五
七
年
に
発
行
さ
れ
た
米
民

政
府
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
誌
で
あ
っ
た
｡
｢今
日
の
琉
球
｣
｢守
礼
の
光
｣
も
月
刊
誌
､
週
刊
誌
が
な
か
っ
た
こ
ろ
'
県
内

の
研
究
者
の
発
表
の
場
と
し
て
重
宝
が
ら
れ
た
｡

戦
後
ま
も
な
い

一
九
五

一
年
か
ら
五
二
年
に
か
け
て
沖
縄
統
治
の
資
料
作
り
を
目
的
と
し
た
琉
球
諸
島
学
術
研
究
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ワシ
ン
ト
ン
の
連
邦
学
術
研
究
委
員
会
太
平
洋
科
学
研
究
部
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
､
文
化
人
類
学
者

ら
が
参
加
し
た
｡
ダ
ク
ラ
ス
･
ハ
リ
ン
グ
は
奄
美
大
島
を
'
ク
ラ
レ
ン
ス
･
グ
ラ
ケ
ン
が
沖
縄
本
島
､
ウ
ィ
リ
ア
ム

･

バ
ー
ド
が
宮
古
島
を
'
ア
レ
ン
･
ス
ミ
ス
が
八
重
山
島
を
担
当
し
た
｡
グ
ラ
ノ
ケ
ン
は
南
部
の
具
志
頭
村
破
名
城
と
北

部
の
宜
野
座
村
松
田
を
調
査
し
た
｡

引
き
続
き
､
太
平
洋
科
学
研
究
部
は

｢戦
後
の
沖
縄
の
調
査
｣
の
プ
ロ
ジ

エ
ク
ー
を

一
九
五
三
年
九
月
か
ら

一
九
五

四
年
六
月
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
｡
フ
ォ
ー
レ
ス
ト

･
ビ

ッ
ツ
が
東
風
平
村
友
寄
'
越
来
村
､
ウ
ィ
リ
ア
ム

･
レ
-
ブ

ラ
が
兼
城
村
兼
城
'
上
本
部
材
北
里
'
ウ
ェ
イ
ン
･
サ
ッ
ト
ル
ズ
が
知
念
村
山
里
'
恩
納
村
山
田
の
地
理
'
土
地
利
用
'

保
健
'
教
育
等
を
詳
細
に
総
括
的
に
調
査
し
た
｡

後
日
､
こ
の
う
ち
幾
人
か
は
沖
縄
研
究
の
専
門
家
と
し
て
育
っ
て
い
っ
た
｡
レ
プ
ラ
は

l
九
五
八
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
に

｢琉
球
の
宗
教
｣
の
博
士
論
文
を
提
出
し
た
｡
そ
の
後
へ
ハ
ワ
イ
東
西
文
化
セ
ン
タ
ー
の
研
究
員
'
ハ
ワ
イ
大

学
の
教
授

へ
進
み
'
沖
縄
文
化
の
講
座
も
担
当
し
て
い
た
が
へ

一
九
八
六
年
に
亡
く
な
っ
た
｡

一
九
六
八
年
に

｢沖
縄
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の
宗
教
と
社
会
構
造
｣
を
著
わ
し
た
O
ま
た
グ
ラ
ッ
ケ
ン
は

｢偉
大
な
琉
球
､
沖
縄
村
落
の
研
究
｣
を

1
九
五
五
年
に

出
版
し
た
｡

ハ
-
リ
ン
グ
は
シ
ラ
キ

ュ
ー
ズ
大
学
文
化
人
類
学
の
教
授
に
な
り
'
沖
縄
資
料
文
庫
の
開
設
に
夢
を
か
け
て
い
た
が

志
半
ば
に
亡
-
な
っ
た
｡

一
九
六

一
年
に
ホ
ノ
ル
ル
で
琉
球
研
究
を
テ
ー
マ
に
し
た
太
平
洋
学
術
会
議
が
開
か
れ
'
そ
の
時
の
発
表
者
の
大
半

は
琉
球
諸
島
学
術
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ー
の
メ
ン
バ
ー
で
'
発
表
の
内
容
は
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
ア
レ
ン
･
ス
ミ
ス
教
授

の
編
集
で

｢琉
球
文
化
と
社
会
の
研
究
｣
で
'

1
九
六

1
年
'
ハ
ワ
イ
大
学
か
ら
出
版
さ
れ
た
｡
ま
た
同
じ
調
査
メ
ン

バ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
沖
縄
を
テ
ー
マ
に
し
た
ア
ジ
ア
研
究
学
会
が

1
九
六
三
年
三
月
二
十
五
日
に
'
那
覇
市
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
て
い
る
｡

次
に
論
及
す
べ
き
仕
事
は

一
連
の
ジ
ョ
ー
ジ

･
カ
ー
氏
の
沖
縄
歴
史
の
研
究
で
あ
る
｡
戦
争
前
か
ら
東
洋
史
に
造
詣

の
深
か
っ
た
カ
ー
は
'

一
九
五
二
年
'
当
時
の
米
民
政
官
ジ
ェ
ー
ム
ス
･
ル
イ
ス
准
将
の
要
請
で
琉
球
史
研
究
に
着
手

し
た
O
そ
の
最
初
の
業
績
は

一
九
五
三
年
に
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
で
研
究
し
た

｢琉
球
､

1
九
四
五
年
前
の
王
国
と
地

方
｣
で
'
太
平
洋
科
学
研
究
部
か
ら
タ
イ
プ
印
刷
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
｡
後
日
'
｢琉
球
の
歴
史
｣
の
タ
イ
ー
ル
で

琉
球
民
政
府
か
ら
出
版
さ
れ
て
県
民
に
も
な
じ
み
深
い
｡

カ
ー
は
こ
の
タ
イ
プ
印
刷
本
を
さ
ら
に
詳
細
に
研
究
し
た

｢沖
縄
'
島
の
歴
史
｣
(東
京

･
タ
ト
ル
ブ
ッ
ク
出
版
'

一
九
五
八
年
)
の
業
績
が
あ
る
｡
こ
の
本
は
体
系
的
､
客
観
的
な
点
か
ら
英
語
で
綴
ら
れ
た
最
高
の
琉
球
の
歴
史
の
評
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価
を
受
け
て
い
る
｡
ハ
ワ
イ
に
移
り
､
ホ
ノ
ル
ル
芸
術
協
会
に
勤
め
な
が
ら
比
嘉
春
潮
､
久
手
堅
憲
次
氏
の
協
力
で

作
っ
た
琉
球
文
献
は

1
九
六
十
年
に
琉
球
大
学
か
ら
出
版
さ
れ
た
｡
同
著
に
は
二
千
二
百
の
日
本
語
文
献
が
英
訳
付
き

で
掲
載
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
ま
で
の
多
大
な
功
績
に
対
し
て
沖
縄
タ
イ
ム
ス
か
ら
表
彰
を
受
け
た
｡

さ
ら
に
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は

1
九
六
二
年
に
七
月
か
ら

1
九
六
凶
年
二
月
ま
で
民
政
官
で
あ
っ
た
地
理
学
者
の

シ
ャ
ノ
ン
･
マ
キ

ュ
ー
ン
博
士
で
あ
る
｡
キ
ャ
ラ
ウ
エ
イ
高
等
弁
務
官
の
下
で
働
い
た
が
'
折
り
合
い
が
悪
-
退
任
し

た
｡
そ
の
後
'
フ
ロ
リ
ダ
大
学
に
移
り
､
沖
縄
地
理
研
究
に
尽
-
し
た
｡

マ
キ
ュ
ー
ン
博
士
は
沖
縄
に
住
む
地
理
学
者
と

一
緒
に

｢琉
球
列
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
'
研
究
と
分
析
｣
の
研
究
誌
を

1
九
七
十
年
か
ら

一
九
七
三
年
に
か
け
て
続
け
た
O
ま
た
著
書

｢琉
球
島
｣
二

九
七
五
年
版
)
は
沖
縄
の
地
理
'
歴

史
'
政
治
'
文
化
'
社
会
に
つ
い
て
要
点
を
盛
り
込
ん
だ
沖
縄
学
の
入
門
書
で
あ
る
｡

沖
縄
戦
の
体
験
'
琉
球
民
政
府
勤
務
を
通
し
て
沖
縄
研
究
に
興
味
を
寄
せ
た
人
々
は
他
に
も
い
る
｡
キ
ン
グ

･
ノ
ー

マ
ン
准
将
は

｢琉
球
諸
島

･
文
献
集
｣
を

一
九
六
七
年
に
陸
軍
省
か
ら
出
し
た
｡
ロ
バ
ー
ト

･
フ
ラ
ス
ト
は

｢沖
縄
冒

険
｣
二

九
五
八
年
)
'
ジ
ェ
ー
ム
ス
･
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は

｢沖
縄

･
人
々
と
彼
ら
の
神
｣
(
1
九
六
九
年
)
､
ジ
ェ
イ
ム

ス
･
ア
ウ
ブ
リ
ッ
ジ
ィ
は

｢沖
縄
'
太
平
洋
の
パ
ウ
ン
｣
(
1
九
七
二
年
)
を
出
版
し
た
｡

こ
の
よ
う
に
軍
政
府
の
存
在
は
海
外
に
お
け
る
沖
縄
研
究
に
直
接
的
'
間
接
的
な
影
響
を
あ
た
え
た
と
い
え
る
｡
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五
'
米
留
学
生
の
役
割

米
国
の
二
十
七
年
間
の
沖
縄
統
治
の
お
か
げ
で
米
民
政
府
の
奨
学
金
を
受
け
て
米
国
の
大
学
で
学
ん
だ
学
生
は
多
い
｡

こ
れ
ら
の
学
生
達
は
沖
縄
関
係
の
博
士
論
文
'
修
士
論
文
を
大
学
に
提
出
し
'
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
沖
縄
研
究
の
糸
口

を
作
っ
た
｡
こ
れ
ら
の
論
文
は
ア
メ
リ
カ
と
沖
縄
の
知
的
財
産
に
な
っ
た
｡

I
九
四
九
年
か
ら
ス
タ
ー
ー
し
て

一
九
七
二
年
に
終
わ
っ
た
米
留
学
生
制
度
に
よ
る
留
学
生
数
は
千
百

t
人
で
'
そ

の
う
ち
博
士
号
が
二
十
八
人
､
修
士
号
が
二
百
六
十
二
人
'
学
士
号
が
百
五
十
五
人
誕
生
し
た
｡

ま
ず
最
初
に
沖
縄
関
係
を
テ
ー
マ
に
し
た
博
士
論
文
を
紹
介
し
よ
う
｡
ハ
ワ
イ
大
学
歴
史
学
部
に
松
田
貢
氏
が

｢琉

球
王
国
の
政
府

1
六
〇
九
年

-
1
八
七
二
年
｣
を

1
九
六
七
年
に
提
出
し
た
｡
松
田
氏
に
は

1
九
六
二
年
に
同
じ
ハ

ワ
イ
大
学
で
仕
上
げ
た
修
士
論
文

｢イ
ギ
リ
ス
と
琉
球

一
六
〇
〇
年
-

一
八
七
九
年
｡
日
本
国
に
併
合
さ
れ
る
以
前
の

イ
ギ
リ
ス
の
琉
球
王
国
'
琉
球
人
と
の
関
係
｣
が
あ
る
｡
ハ
ワ
イ
大
学
の
東
洋
史
を
引
き
継
ぐ
で
あ
ろ
う
と
周
辺
か
ら

嘱
望
さ
れ
て
い
た
が
病
気
で
亡
く
な
っ
た
｡
生
前
の
大
き
な
仕
事
は
京
都
大
学
の
小
葉
田
津
教
授
と
共
著
で
出
し
た

｢歴
代
宝
案
｣
の
英
語
版
が
あ
る
｡
こ
の
本
は
英
語
に
よ
る
琉
球
史
の
基
本
文
献
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
｡

こ
れ
は
崎
原
貢
准
教
授
が
以
前
か
ら
提
唱
し
て
い
る
英
語
に
よ
る
琉
球
基
本
文
献
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
い
え
よ
う
｡
生
前
､

松
田
氏
が
使
用
し
た
資
料
は
琉
球
大
学
の
図
書
館
に
松
田
文
庫
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
｡

同
じ
-
歴
史
学
専
攻
で
､
ハ
ワ
イ
大
学
准
教
授
の
崎
原
責
氏
は

1
九
七

1
年
'
ハ
ワ
イ
大
に

｢徳
川
時
代
に
お
け
る
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薩
摩
藩
財
源
の
中
の
琉
球
の
重
要
性
｣
を
著
し
た
｡
崎
原
准
教
授
は
ハ
ワ
イ
に
残
り
'
移
民
史
研
究
に
も
枠
を
広
げ
て

い
る
｡
新
し
い
著
に
は

｢簡
略
沖
縄
史
-
お
も
ろ
さ
う
L
を
基
に
｣

二

九
八
七
年
)
が
あ
る
｡
琉
球
大
学
の
照
屋
善

彦
教
授
は

｢
バ
ー
ナ
ー
ド

･
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
と
沖
縄
｡
沖
縄
の
最
初
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
牧
師
の
研
究
t

T
八
四
六

午
-

一
八
五
四
年
｣
を

一
九
六
九
年
に
'
コ
ロ
ラ
ド
大
学
で
書
い
た
｡

経
済
学
の
分
野
で
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
伊
志
嶺
朝
好
教
授
が

｢
日
本
の
関
税
と
沖
縄
の
砂
糖
産
業
｣

を

1
九

七

l
年
に
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
に
'
新
潟
県
の
国
際
大
学
の
嘉
数
啓
教
授
は

｢沖
縄
の
歳
入
と
歳
出
の
シ
ス
テ
ム
の

分
析
｣
で

一
九
七

l
年
に
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
か
ら
博
士
号
を
そ
れ
ぞ
れ
取
得
し
た
o

ロ
ー
ド

･
ア
イ
ラ
ン
ド
大
学
の
比
寡
美
佐
子
教
授
は

｢
1
九
四
五
年
以
前
'
以
後
の
琉
球
列
島
の
家
族
の
住
宅
｣
の

ユ
ニ
ー
ク
な
論
文
を

一
九
七
三
年
'
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
に
提
出
し
た
｡

自
然
科
学
の
分
野
で
は
す
で
に
ハ
ワ
イ
大
学
の
項
で
記
し
た
よ
う
に
琉
大
の
山
里
清
教
授
の

｢珊
瑚
礁
の
研
究
｣

(
一
九
六
六
年
)
が
あ
る
｡

こ
れ
ら
の
博
士
論
文
は
沖
縄
が
米
軍
占
領
下
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
状
況
の
中
で
'
米
留
学
生
制
度
を
利
用
し
て

ア
メ
リ
カ
に
渡
り
'
ア
メ
リ
カ
の
学
会
に
沖
縄
関
係
の
論
文
を
永
久
に
残
し
た
｡
こ
れ
ら
の
論
文
が
米
国
に
お
け
る
沖

縄
研
究
の
広
が
り
の
礎
を
つ
く
っ
た
｡

一
方
'
沖
縄
を
題
材
に
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
､
別
の
テ
ー
マ
で
博
士
論
文
を
残
し
た
方
々
も
い
る
｡
ワ
シ
ン
-
ン

州
立
大
学
の
赤
嶺
利
夫
教
授
は

｢高
校
生
の
内
申
書
と
ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
学
で
の
学
力
テ
ス
ト
の
関
係
｣
の
テ
ー
マ
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で
､

一
九
五
九
年
に
ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
学
か
ら
教
育
学
博
士
号
を
取
得
し
た
｡
こ
れ
は
沖
縄
か
ら
の
米
国
留
学
生
の

最
初
の
博
士
号
だ
っ
た
｡
同
じ
-
ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
学
に
教
育
学
博
士
論
文
を
提
出
し
た
元
琉
大
学
長
の
東
江
康
治

氏
は

｢
○
×
式
テ
ス
ト
と
そ
の
エ
ラ
I
の
モ
デ
ル
｣
を

1
九
七
二
年
に
仕
上
げ
た
o
そ
の
時
の
指
導
教
官
は
す
で
に
琉

大
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
に
移
っ
て
い
た
赤
嶺
利
夫
教
授
で
'
米
留
学
の
先
輩
'
後
輩
が
協
力
し
た
よ
い
例
で
あ
る
｡

東
江
学
長
の
弟
で
琉
大
教
授
の
東
江
平
之
氏
は

一
九
六

一
年
に
エ
ー
ル
大
学
か
ら

｢意
味
に
関
す
る
言
語
文
脈
の
効

果
｣
の
研
究
で
教
育
心
理
学
の
博
士
号
を
取
得
し
て
い
る
｡

政
治
学
の
分
野
で
は
元
琉
大
教
授
で
'
新
潟
国
際
大
学
教
授
の
富
里
政
玄
氏
が

｢南
ア
ジ
ア
の
中
立
主
義
に
対
す
る

ア
メ
リ
カ
外
交

l
九
四
七
年
か
ら

一
九
五
五
年
｣
の
博
士
論
文
を

一
九
六

l
年
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
に
'
同
じ
-
元
琉
大

教
授
の
比
嘉
幹
郎
氏
は

｢現
代
日
本
の
政
治
に
お
け
る
行
政
官
僚
の
役
割
｣
の
博
士
論
文
を

一
九
六
八
年
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
に
提
出
し
た
｡

経
済
学
の
分
野
で
は
ピ

ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学
教
授
の
真
栄
城
朝
敵
氏
が

｢
K
ク
ラ
ス
基
準
に
よ
る
展
望
の
比
較
｣
を

一

九
六
五
年
'
ミ
シ
ガ
ン
大
学
で
仕
上
げ
た
｡
イ
リ
ノ
イ
大
学
の
平
恒
次
教
授
は

｢
日
本
の
賃
金
差
の
変
化
'

1
八
八

一

年
か
ら

1
九
五
八
年
｣
を

1
九
六

一
年
'
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
提
出
し
た
｡
こ
れ
を
基
に
し
た
著
書

｢
日
本
経
済

発
展
と
労
働
市
場
｣
が

一
九
七

l
年
､
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
か
ら
出
版
さ
れ
'
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大
学
院
の
ニ
ュ
ー
コ
メ

ン
賞
に
輝
い
た
｡

英
文
学
の
分
野
で
は
琉
大
教
授
の
米
須
輿
文
民
が

｢イ
エ
イ
ッ
の
研
究
｣
で

一
九
六
八
年
に
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
か
ら
､
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瀬
名
波
栄
輝
教
授
が

｢
ワ
-
ズ
ワ
ー
ス
の
研
究
｣
で

一
九
七
二
年
'
ミ
ズ
ー
リ
大
学
か
ら
博
士
号
を
取
得
し
た
0

教
育
社
会
学
で
は
放
送
大
学
の
比
嘉
正
範
教
授
が

｢
口
語
学
習
に
お
け
る
同
似
性
に
関
す
る
六
つ
の
ベ
ー
ス
の
経
験

的
比
較
｣
で

1
九
六
二
年
に
'
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
博
士
号
を
取
得
し
た
｡
石
川
清
治
琉
大
教
授
は

｢学
校
図
書
館
に

対
す
る
先
生
の
態
度
｡
先
生
の
性
格
に

一
致
さ
せ
た
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
の
調
査
｣
で
'

一
九
七
二
年
､
ジ
ョ
ー
ジ

･

ビ
ー
ポ
リ
-
教
員
大
学
の
博
士
号
を
取
得
し
た
｡

復
帰
以
前
に
'
米
留
学
生
制
度
の
下
で
修
士
号
を
取
-
､
復
帰
後
､
博
士
課
程

へ
進
み
博
士
論
文
を
仕
上
げ
た
人
も

い
る
｡
琉
球
大
学
の
伊
志
嶺
恵
徹
教
授
は
コ
-
ネ
ル
大
学
か
ら

1
九
七
四
年
に

｢
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
違
憲
立
.法
審
査

権
の
比
較
研
究
｣
で
法
学
博
士
を
､
元
琉
大
教
授
で
､
亡
-
な
っ
た
友
寄
英

一
郎
氏
は
シ
ラ
キ

ュ
ー
ズ
大
学
か
ら

一
九

七
四
年
に

｢歴
史
を
理
解
す
る
為
の
地
理
的
環
境
お
よ
び
考
古
学
の
要
因
-
琉
球
の
場
合
｣
で
社
会
科
学
博
士
号
を
取

得
し
た
｡

こ
れ
ら
の
博
士
論
文
は
米
国
の
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
が
､
沖
縄
の
研
究
者
'
読
者
が
広
-
利
用
し
や
す
い
よ

う
に
日
本
語
へ
の
翻
訳
'
ま
た
は
出
版
が
望
ま
し
い
｡

六
'
シ
ラ
キ

ュ
ー
ズ
大
学
琉
球
研
究
図
書
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
北
方
､
シ
ラ
キ

ュ
ー
ズ
大
学
の
人
類
学
者
ダ
ク
ラ
ス
･
ハ
リ
ン
グ
教
授
は
生
前
､
ハ
ワ
イ
大
学

の
琉
球
研
究
文
庫

｢阪
巻
コ
レ
ッ
ク
シ
ョ
ン
｣
と
対
比
し
て
､
シ
ラ
キ

ュ
ー
ズ
大
学
に

｢琉
球
研
究
図
書
室
｣
を
設
立
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し
て
'
東
部
の
琉
球
研
究
の
メ
ッ
カ
に
し
よ
う
と
尽
力
し
た
方
で
あ
る
｡

ダ
ク
ラ
ス
教
授
と
沖
縄
の
結
び
つ
き
は

一
九
五

1
年
九
月
か
ら

一
九
五
二
年
三
月
に
か
け
て
ワ
シ
ン
-
ン
D
C
の
連

邦
学
術
委
員
会
と

ハ
ワ
イ
の
太
平
洋
科
学
委
員
会
の
依
頼
を
受
け
て
奄
美
大
島
を
調
査
研
究
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け

だ

っ
た
｡
そ
の
調
査
報
告
で

｢琉
球
列
島
の
民
政
府
職
員
が
日
本
語
を
使

っ
て
行
政
す
る
こ
と
は
緊
急
を
要
し
､
日
本

語
の
訓
練
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
琉
球
の
歴
史
'
文
化
も
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
｡
行
政
官
は
現
地
の
文
化
の
理

解
度
を
含
め
て
採
用
す
べ
き
で
あ
る
｣
の
改
革
案
を
出
し
た
｡

沖
縄
研
究
に
た
ず
さ
わ
っ
た
多
-
の
米
国
人
と
同
様
に
'
ハ
-
リ
ン
グ
教
授
も
沖
縄
研
究
に
特
別
の
関
心
を
示
し
始

め
た
｡
沖
縄
か
ら
帰
国
後
'
シ
ラ
キ

ュ
ー
ズ
大
学
図
書
館
に
琉
球
研
究
図
書
室
を
作
る
こ
と
を
計
画
し
た
｡
こ
の
事
業

に
協
力
し
た
の
は
哲
学
者
の
ジ
ョ
ン

･
デ
エ
イ
だ

っ
た
｡
デ

ユ
イ
夫
妻
は
ア
ジ
ア
研
究
へ
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
に
関

心
と
援
助
を
差
し
の
べ
た
｡
デ
エ
イ
夫
妻
が
設
立
し
た

｢
ジ

ョ
ン

･
デ
エ
イ
財
団
｣
が
沖
縄
関
係
図
書
の
購
入
の
援
助

を
担

っ
た
｡

l
九
六
八
年
に
元
琉
球
民
政
府
職
員
の
ノ
ー
マ
ン

･
キ
ン
グ
准
将
の
琉
球
関
係
の
蔵
書
を
購
入
し
'
図
書
室
を
豊
富

に
し
た
｡
キ
ン
グ
氏
は
陸
軍
省
が
出
版
し
た

｢琉
球
諸
島

･
文
献
｣
の
著
者
で
あ
る
｡

高
等
弁
務
官
の
元
諮
問
委
員
の
レ
オ
ン

･
ウ
ォ
ル
タ
ー
も
協
力
者
の

1
人
だ

っ
た
｡
ウ
ォ
ル
タ
ー
は
沖
縄
の
子
供
達

向
け
の
物
語
に
興
味
を
持
ち
､
沖
縄
か
ら
本
を
贈

っ
た
｡
現
地
沖
縄
の
協
力
者
に
は
比
嘉
春
潮
､
比
嘉
寿
助
'
宮
城
常

豊
'
仲
原
善
忠
'
島
尾
敏
雄
民
ら
が
名
を
連
ね
て
い
る
｡
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こ
の
よ
う
な
形
で
､
シ
ラ
キ

ュ
ー
ズ
大
学
が
集
め
た
蔵
書
に
つ
い
て
の
目
録
は

｢琉
球
研
究
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
カ
タ

ロ
グ
｣
で
'

一
九
六
九
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
｡
ま
た
ハ
-
リ
ン
グ
教
授
自
身
に
は

｢沖
縄
の
習
慣
'
昨
日
そ
し
て
今

日
｣
二

九
六
九
年
)
の
著
書
が
あ
る
｡
専
門
書
と
し
て

｢社
会
科
学
に
お
け
る
事
実
と
理
解
｣
(
一
九
六
四
年
)
も
あ

る
｡こ

こ
で
ハ
-
リ
ン
グ
教
授
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
付
け
加
え
て
お
こ
う
｡

1
八
九
四
年
'
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
生
ま

れ
で
'
コ
ル
ゲ
1
-
大
学
を
卒
業
し
た
後
'
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
社
会
科
学
の
修
士
号
を
修
め
宣
教
師
と
し
て
日
本
へ

渡
っ
た
｡
日
本
滞
在
中
に
関
東
大
震
災
を
体
験
し
'
そ
の
こ
と
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
市
の
新
聞

｢
バ
ッ

フ
ァ
ロ
ー
ニ
ュ
ー
ス
｣
に
連
載
し
た
｡
そ
の
シ
リ
ー
ズ
は
後
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
か
ら

｢神
と
地
震
の
国
｣
で
出
た
｡

け
れ
ど
も
'
ハ
-
リ
ン
グ
氏
は
属
し
て
い
た
教
会
の
ド
ク
ー
リ
ン
と
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
'

一
九
二
七
年
教
会
か

ら
破
門
を
受
け
た
｡

日
本
帰
国
後
'
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
非
常
勤
講
師
を
勤
め
て
い
た
が
'
シ
ラ
キ

ュ
ー
ズ
大
学
市
民
と
行
政
の
訓
練
学

部
に
採
用
さ
れ
て
移
っ
た
｡

1
九
三
十
年
代
の
大
恐
慌
時
代
は
研
究
員
も
日
の
当
た
る
場
所
で
な
-
'
特
に
文
化
人
類

学
の
仕
事
は
少
な
か
っ
た
｡
し
か
し
な
が
ら
､
日
本
と
太
平
洋
戦
争
が
近
づ
-
に
つ
れ
て
'
日
本
通
の
学
者
が
重
要
視

さ
れ
'
彼
の
講
演
は
大
衆
の
人
気
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
｡
彼
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
設
け
ら
れ
た
陸
軍
省
の
民
間
行

政
専
門
学
校
の
教
授
に
な
っ
て
'
占
領
地
へ
赴
-
将
校
達
の
訓
練
に
あ
た
っ
た
｡
戦
後
'
再
び
シ
ラ
キ

ュ
ー
ズ
大
学
に

戻
っ
た
｡
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晩
年
'
コ
ル
ゲ
ー
ト
大
学
か
ら
科
学
博
士
'
シ
ラ
キ

ュ
ー
ズ
大
学
か
ら
法
学
博
士
の
名
誉
称
号
を
受
け
た
｡

元
民
政
官
で
地
理
学
者
の
シ
ャ
ノ
ン
･
マ
キ

ュ
ー
ン
博
士
は
ダ
グ
ラ
ス
教
授
の
教
え
子
に
あ
た
り
､
人
と
人
と
の
連

な
が
り
が
沖
縄
研
究
を
豊
か
に
し
て
い
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
｡
ハ
リ
ン
グ
教
授
の
シ
ラ
キ

ュ
ー
ズ
大
学
を
東
部

の
琉
球
研
究
の
メ
ッ
カ
に
す
る
目
論
み
は
'
ハ
リ
ン
グ
教
授
の
亡
き
後
'
中
だ
る
み
に
な
っ
た
が
､
後
続
の
研
究
者
が

出
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
｡

七
'
外
国
人
に
よ
る
沖
縄
関
係
博
士
論
文

一
九
五
二
年
か
ら

一
九
八
二
年
ま
で
に
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
沖
縄
関
係
博
士
論
文
は
二
十
二
題
あ
る
｡

内
訳
は
政
治
学
関
係
が
九
論
文
で
米
軍
政
府
､
復
帰
運
動
'
米
-
琉
球
関
係
等
が
取
-
扱
わ
れ
て
い
る
｡
次
に
多
い
の

は
文
化
人
類
学
の
三
論
文
'
言
語
学
の
三
論
文
'
教
育
学
の
三
論
文
､
歴
史
学
の
二
論
文
'
音
楽
学
の

三
細
文
で
あ
る
｡

そ
れ
ぞ
れ
の
博
士
論
文
の
著
書
'
題
'
大
学
名
'
提
出
年
月
日
は
次
の
通
り
で
あ
る
｡
政
治
学
関
係
で
は
フ
レ
ッ
ド

リ
ッ
ク

･
ス
テ
ィ
レ
ス
は

｢琉
球
'
ア
メ
リ
カ
の
附
随
関
係
｡
軍
事
'
民
事
行
政
の
分
析
'

l
九
四
五
年
-

1
九
五
八

年
｣
を
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
に

一
九
六
十
年
｡
コ
I
へ
ン
･
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は

｢沖
縄
の
文
化
'
教
育
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ

統
治
の
影
響
｣
を
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に

一
九
六

一
年
｡
ハ
ー
バ
ー
ド

･
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は

｢合
衆
国
と
沖
縄
の
附
随

関
係
｣
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
に

1
九
七
二
年
｡
ピ
ネ
ン
ジ
ィ
キ

･
','ン
ヨ
ハ
ネ
ス
は

｢沖
縄
返
還
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
ス
､
政
治
過
程
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
｣
を
タ
フ
ツ
大
学
に

1
九
七
二
年
o
ウ
ォ
ル
タ
ー
･
ア
ン
ド
ル
ー
･
ダ
ン
サ
I
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プ
は

｢米
外
交
政
策
と
沖
縄
の
日
本
復
帰
｣
を
ジ
ョ
ー
ジ

･

ワシ
ン
ト
ン
大
学
に

一
九
七
三
年
｡
フ
レ
ッ
ド
リ
ッ
ク

･

シ
ュ
ー
ル
ズ
は

｢沖
縄
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
経
験
'
外
交
政
策
と
政
策
決
定
の
ケ
ー
ス
｣
を
コ
-
ネ
ル
大
学
に

1
九

七
七
年
｡
シ
ー
ゲ
ル

･
ア
ル
バ
I
-
は

｢沖
縄
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
外
交
､

一
九
四
五
年
-

一
九
七
二
年
｡
政
策
決
定

過
程
に
お
け
る
組
織
の
反
応
｣
を
ウ
エ
ス
ー

･
バ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
に

1
九
七
八
年
｡
リ
チ
ャ
ー
ド

･
ア
-
テ
ィ
ン
は

｢第
二
次
大
戦
の
日
本
-
ア
メ
リ
カ
関
係
に
お
け
る
沖
縄
の
役
割
｣
を
ジ
ョ
ー
ジ
ア
大
学
に

一
九
八
二
年
｡

文
化
人
類
学
の
分
野
で
は
次
の
三
論
文
｡
ネ
イ
ラ
ー
･
ハ
-
リ
I
は

｢
二
十
八
人
の
琉
球
入
学
生
の
心
理
的
文
化
的

研
究
｣
を
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
大
学
に

一
九
五
二
年
｡
ジ
ェ
ー
ム
ス
‥
ア
ィ
グ
ナ
I
は

｢
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
人
｣

を
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
に

一
九
五
六
年
｡
田
中
ま
き
子
は

｢沖
縄
の
村
に
お
け
る
親
戚
と
外
戚
｣
を
ロ
ッ
チ
ェ
ス

タ
ー
大
学
に

一
九
七
四
年
｡

言
語
学
で
は
次
の
二
論
文
O
オ
ー
ウ
エ
ン
･
ロ
ブ
レ
ス
は

｢沖
縄
の
方
言
｡
シ
ン
ク
ロ
ニ
ッ
ク
分
析
｣
を
ミ
シ
ガ
ン

大
学
に

1
九
六
三
年
o
シ
ュ
7
-
ス
･
デ
ユ
ビ
ッ

ト
は

｢首
里
方
言
の
研
究
｣
を
コ
I

ネ
ル
大
に

1
九
七
三
年
o

教
育
学
は
次
の
三
論
文
｡
ホ
-
ラ
ー
ス
･
キ
ン
グ
は

｢琉
球
大
学
と
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
間
の
教
育
'
行
政
'
文
化

の
影
響
｣
を
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
に

一
九
七
三
年
｡

歴
史
学
で
は
次
の
三
論
文
｡
チ
エ
ン
･
ク
ー
ト
ワ
ン
は

｢中
国
-
琉
球
の
関
係
｣
を
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
に

一
九
六

三
年
｡
リ
ョ
ン
･
バ
ク

･
ワ
ア
は

｢中
国
と
日
本
の
不
明
確
な
戦
争
｡
琉
球
諸
島
を
め
ぐ
る
紛
争
'

一
九
七

一
年
-

一

九
八

l
年
｣
を
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
に

一
九
七
八
年
｡
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音
楽
学
で
は
ラ
ー
ル

･
ア
ド
リ
ア
ン
は

｢沖
縄
古
典
音
楽
-
分
析
と
比
較
研
究
｣
を

ハ
ー
バ
ー
ド
大
に

1
九
五
二
年
｡

戟
後
の
早
い
時
期
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
分
野
に
渡

っ
て
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
が
沖
縄
研
究
に
取
り
組
ん
だ
事
は
明
ら
か

で
あ
る
｡
ア
メ
リ
カ
軍
の
沖
縄
統
治
と

い
う
政
治
環
境
が
多
-
の
ア
メ
リ
カ
人
に
沖
縄
の
政
治
研
究

へ
の
興
味
を
注
い

だ
こ
と
は
理
解
で
き
る
｡
し
か
し
､
言
語
学
､
音
楽
'
人
類
学
の
分
野
ま
で
広
が
っ
て
い
る
こ
と
は
驚
き
で
あ
る
｡

こ
れ
ら
の
論
文
を
沖
縄
県
立
図
書
館
が
収
集
保
管
'
ま
た
は
翻
訳
出
版
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
い
わ
ず
と
明
ら
か
で

あ
る
｡八

'
米
軍
基
地
内
の
沖
縄
研
究

長
年
'
米
軍
基
地
撤
去
運
動
を
続
け
て
い
る
沖
縄
県
に
と

っ
て
米
軍
基
地
が
沖
縄
研
究
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
は
想

像
し
が
た
い
｡
基
地
の
中
に
あ
る
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
'
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
立
大
学
'
セ
ン
ト
ラ
ル
テ
キ
ス
ー
大
学
'
レ

イ
マ
ン
大
学
な
ど
が
直
接
的
間
接
的
に
沖
縄
研
究
と
結
び
つ
い
て
い
る
｡
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
は
正
規
な
沖
縄
の
歴
史
'

文
化
の
講
座
を
開
い
て
い
る
｡

沖
縄
の
嘉
手
納
基
地
内
に
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
ア
ジ
ア
分
校
が
開
校
し
た
の
は

1
九
五
六
年
だ
っ
た
｡
そ
の
当
時
'
日
本

本
土
､
韓
国
､
沖
縄
の
分
校
を
加
え
て
千
七
百
人
の
学
生
が
受
講
し
た
.

1
九
五
七
年
に
新
た
に
台
湾
と
グ
ア
ム
分
校

が
加
わ
-
'
全
体
で
五
千
七
百
人
の
受
講
生
が
膨
れ
あ
が
っ
た
｡

一
九
六
八
年
に
は
沖
縄
と
本
土
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
パ
ー
ソ
ネ
ル
サ
ー
ビ
ス
'
キ
ャ
ン
プ
座
間
で
行
政
学
の
修
士
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課
程
を
開
講
し
た
が
受
講
生
が
続
か
ず
に
､
現
在
は
沖
縄
だ
け
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
パ
ー
ソ
ネ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
修
士

課
程
が
残
っ
て
い
る
｡

現
在
'
ア
ジ
ア
分
校
は
さ
ら
に
拡
大
し
'
香
港
､
ミ
ッ
ド
ウ
エ
イ
へ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
'
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
加
わ
り
'

沖
縄
校
が

一
番
学
生
数
が
多
い
｡

沖
縄
校
に
は
沖
縄
関
係
の
講
座
が
あ
り
'
そ
れ
が
学
生
達
が
沖
縄
研
究
に
興
味
を
抱
い
た

一
つ
の
き
っ
か
け
で
あ
っ

た
｡
三
年
前
に
亡
-
な
っ
た
文
化
人
類
学
者
の
バ
ー
バ
ラ

･
ゴ
ー
ル
デ
ン
教
授
は

｢琉
球
諸
島
の
生
活
と
文
化
｣
の
講

座
を
長
年
'
担
当
し
た
｡
ゴ
ー
ル
デ
ン
教
授
は

一
九
六
十
年
こ
ろ
来
沖
L
t
琉
球
大
学
で
東
洋
史
を
学
び
'
筑
波
大
学

で
文
化
人
類
学
の
博
士
号
を
修
め
た
｡
宮
古
の
多
良
間
島
の
研
究
者
だ
っ
た
｡
ま
た
､
琉
球
民
政
府
の
元
教
育
部
長
の

ゴ
ー
ド
ン
･
ワ
-
ナ
-
教
授
は
復
帰
後
も
沖
縄
に
住
み
､
｢沖
縄
戦
｣
｢沖
縄
の
武
道
｣
を
教
え
て
い
る
0

基
地
内
を
研
究
題
に
し
た
博
士
論
文
も
残

っ
て
い
る
｡
ジ
ョ
ン
･
チ
ュ
t
ア
ン
は

｢沖
縄
の
ア
メ
リ
カ
軍
軍
属
の
学

校
に
就
学
す
る
六
才
か
ら
七
才
の
児
童
の
研
究
-
文
化
と
皮
膚
の
色
が
混
ざ

っ
た
児
童
と
混
ざ
ら
な
い
児
童
の
比
較
｣

を

一
九
七
五
年
'
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
に
､
チ
ャ
ー
ル
ズ

･
マ
ト
ラ
ー
は

｢沖
縄
の
嘉
手
納
基
地
の
教
育
予
算
-
一
年

を
通
し
て
の
教
育
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
｣
を

一
九
七
八
年
'
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
に
'
ハ
ー
ド
ル
ド

･
ク
リ
フ
ォ
ー
ド

は

｢沖
縄
の
国
防
省
所
属
の
学
校
の
歴
史
､

1
九
四
六
年
-

一
九
七
八
年
｣
を

一
九
七
八
年
'
オ
レ
ゴ
ン
州
立
大
学
に

そ
れ
ぞ
れ
博
士
論
文
を
提
出
し
た
｡

マ
ー
シ
ャ
･
ク
ロ
ー
マ
I
は

｢
二
重
文
化
お
よ
び
二
重
言
語
の
学
生
の
研
究
｣
を

一
九
八
E
]年
へ
南
カ
リ
フ
ォ
ル
二
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ア
大
学
に
､
ス
ー
ザ
ン
･
オ
ー
シ
ェ
ル
は

｢沖
縄
の
軍
隊
に
所
属
す
る
親
の
移
動
､
人
間
関
係
､
学
校
に
対
す
る
反

応
｣
を

1
九
八
四
年
､
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
に
'
カ
シ
エ
リ
ン
･
ワ
-
ガ
I
は

｢米
軍
所
属
の
学
校
の
生
徒
の
他
国
人

に
対
す
る
認
識
'
態
度
'
知
識
'
趣
味
の
測
定
｣
を

一
九
八
六
年
'
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
で
そ
れ
ぞ
れ
仕
上
げ
た
｡

一
九
八
六
年
か
ら
沖
縄
県
と
軍
の
特
別
協
定
に
よ
っ
て
沖
縄
の
学
生
が
基
地
内
の
大
学
で
学
べ
る
よ
う
に
な
り
'
そ

の
結
果
､
日
本
人
学
生
と
ア
メ
リ
カ
入
学
生
の
接
触
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
､
ア
メ
リ
カ
人
の
沖
縄

へ
の
関
心
は
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
｡

ま
た
亡
-
な
っ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
博
士
の
生
前
の
業
績
を
記
念
し
て
沖
縄
研
究
の
学
生
を
増
や
す
目
的
で
ゴ
ー
ル
デ
ン

奨
学
金
が
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
に
設
置
さ
れ
た
｡
こ
れ
も
沖
縄
研
究
を
発
展
さ
せ
る
き

っ
か
け
に
な
り
そ
う
だ
｡

九
㌧
国
際
琉
球
研
究
学
会
と
新
し

い
研
究
者

沖
縄
研
究
の
海
外
で
の
広
が
-
は
'
ア
メ
リ
カ

･
イ
リ
ノ
イ
大
学
の
平
恒
次
教
授
と
エ
ー
ル
大
学
の
山
口
栄
鉄
講
師

の
陣
頭
で
､
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
沖
縄
研
究
者
を
組
織
し
た
国
際
琉
球
研
究
学
会
の
発
足
で

一
段
と
広
が
り
を
見

せ
は
じ
め
た
｡

1
九
八
八
年
､
米
国
ア
ジ
ア
研
究
学
会
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
年
次
大
会
に
'
沖
縄
研
究
者
が
集
ま
り
'

学
会
の
発
足
を
確
認
し
た
｡

趣
意
書
は

｢米
国
に
お
け
る
ア
ジ
ア
研
究
は
年
々
隆
盛
に
向
か
う

一
方
で
あ
る
が
'
琉
球
研
究
ば
か
り
は
'
沖
縄
の

日
本
復
帰
以
後
'
年
々
衰
退
の

f
途
を
た
ど
っ
て
い
る
O
琉
球
研
究
で
業
績
の
あ
る
学
者
も
琉
球
以
外
の
課
題
や
地
域
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に
関
心
を
移
し
て
い
る
｡
こ
こ
で
の

｢琉
球
｣
と
は
'
下
野
散
見
の

｢よ
和
文
化
と
琉
球
文
化
｣
(
l
九
八
六
年
)
に

お
け
る
よ
う
な

｢琉
球
文
化
｣
(圏
と
範
囲
を
同
じ
-
す
る
地
域
の
略
称
と
考
え
て
戴
き
た
い
｡
文
化
地
理
的
に
は
種

子
島
か
ら
与
那
国
に
い
た
る
弧
状
列
島
の
請
で
あ
-
'
政
治
的
に
は
本
琉
球
=
沖
縄
本
島
を
中
心
に
展
開
し
て
き
た
政

治
社
会
を
指
す
も
の
と
す
る
｡
米
国
に
お
け
る
琉
球
研
究
の
長
期
的
振
興
の
た
め
に
は
'
米
国
全
土
の
ウ
チ
ナ
ー
ン

チ
ュ
学
者
及
び
全
て
の
琉
球
研
究
者
を
持
つ
必
要
が
あ
る
｡
本
会
の
差
し
当
り
の
事
業
は
'
米
国
学
会
に
お
け
る
琉
球

関
係
の
研
究
報
告
を
奨
励
す
る
こ
と
で
あ
る
｣
と
す
る
｡

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
北
米
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
を
中
心
に
お
よ
そ
百
人
｡
学
際
組
織
で
あ
る
の
で
研
究
者
の
領
域
は

多
岐
に
広
が
る
｡
メ
ン
バ
ー
に
は
ア
メ
リ
カ
'
カ
ナ
ダ
の
学
会
の
重
鎮
が
い
る
の
で
心
強
い
｡
発
起
人
の
平
教
授
は
も

と
よ
り
'
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
･
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
リ
チ
ャ
ー
ド

･
ピ
ア
-
ソ
ン
教
授

(考
古
学
)
'
カ

リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
ロ
バ
ー
ト

･
ガ
-
フ
ィ
ン
教
授

(全
米
民
族
音
楽
学
会
会
長
)
､
フ
ロ
リ
ダ
大
学
教
授
で
元
民
政

官
の
シ
ャ
ノ
ン
･
マ
キ
ュ
ー
ン
教
授

(地
理
学
)
'
ハ
ワ
イ
大
の
崎
原
貢
准
教
授

(歴
史
学
)
な
ど
が
あ
る
O

沖
縄
研
究
の
広
が
-
に
向
け
て
'
平
教
授
が
パ
ネ
ル
の
リ
ー
ダ
I
と
な
っ
て
'
い
ま
ま
で
数
回
の
沖
縄
研
究
の
発
表

会
を
開
い
た
｡

1
九
八
九
年
､
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
で
の
第
四
十

l
回
米
国
ア
ジ
ア
研
究
学
会
の
琉
球
研
究
部
会
で
は
､

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
･
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
リ
チ
ャ
ー
ド

･
ピ
ア
I
ソ
ン
教
授
が
議
長
と
な
っ
て
'
｢琉
球
王
朝
に
お
け

る
固
有
の
組
織
｣
の
テ
ー
マ
で
'
八
研
究
者
が
発
表
し
た
｡
ピ
ア
-
ソ
ン
教
授
自
身
は

｢千
百
年
か
ら
千
五
百
年
代
-

琉
球
に
お
け
る
国
家
組
織
の
出
現
｣
､
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
学
の
レ
オ
ン
･
セ
ラ
フ
ィ
ン
助
教
授
は

｢十
六
世
紀
の
沖
縄

＼

333アメリカ､カナダにおける沖縄研究の歴史と課題



方
言
の
多
様
-
地
方
'
大
陸
お
よ
び
日
本
の
形
跡
｣
'
ハ
ワ
イ
大
学
の
崎
原
貢
准
教
授
は

｢お
も
ろ
で
見
る
琉
球
史
｣
､

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
の
伊
藤
き
ち
よ
講
師
は

｢琉
球
舞
踊
の
起
源
｣
､
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
研
究
所
の
ル
イ
ス
･
コ
-
ー
研
究

員
は

｢文
化
的
接
触
お
よ
び
貿
易
関
係
の
変
化
が
反
映
し
た
陶
器
生
産
の
パ
タ
ー
ン
｣
'
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所

の
ア
マ
ダ

･
ス
テ
ィ
ン
チ
エ
カ
ム
研
究
員
は

｢
十
七
1
十
九
世
紀
'
人
頭
税
制
度
下
に
お
け
る
織
物
生
産
の
保
護
｣
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
の
ロ
バ
ー
ト

･
ガ
-
フ
ィ
ン
教
授
は
｢沖
縄
工
工
E
]表
示
法
と
首
里
王
朝
音
楽
の
伝
統
普
及
に
果
た

し
た
そ
の
役
割
｣
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
｡

沖
縄
出
身
者
ハ
ワ
イ
移
住
者
ハ
ワ
イ
移
住
九
十
周
年
を
迎
え
た

1
九
九
十
年
'
ハ
ワ
イ
で
崎
原
貢
ハ
ワ
イ
大
准
教
授

が
議
長
に
な
っ
て

｢琉
球
文
化
学
会
｣
が
開
か
れ
'
六
人
が
発
表
し
た
｡
イ
リ
ノ
イ
大
学
の
平
恒
次
教
授
は

｢先
史
'

中
世
､
お
よ
び
現
在
の
琉
球
研
究
に
お
け
る
人
口
移
動
｣
'
法
政
大
学
の
比
嘉
実
助
教
授
は
｣
｢
お
も
ろ
さ
う
L
を
通
し

て
見
た
古
代
琉
球
文
化
｣
へ
カ
ナ
ダ

･
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
リ
チ
ャ
ー
ド

･
ピ

ア
-
ソ
ン
教
授
の

｢考
古
学
と
中
山
王
国
の
起
源
｣
'
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
の
ア
マ
ン
ダ

･
ス
テ
ィ
ン
チ
ェ
カ
ム
研
究
員
の

｢琉

球
社
会
に
お
け
る
織
物
の
役
割
｣
'
琉
球
大
学
の
照
屋
善
彦
教
授
の

｢欧
米
に
お
け
る
十
九
世
紀
琉
球
の
イ
メ
ー
ジ
と

十
九
世
紀
初
期
の
ア
メ
リ
カ
の
平
和
運
動

へ
の
琉
球
影
響
｣
､
ハ
ワ
イ
大
学
の
レ
オ
ン

･
セ
ラ
フ
ィ
ン
教
授
の

｢沖
縄

語
を
通
し
て
見
た
沖
縄
文
化
｣
が
紹
介
さ
れ
た
｡

そ
の
他
'
カ
ナ
ダ
で
開
か
れ
た
第
三
十
三
回
ア
ジ
ア
'
北
ア
フ
リ
カ
研
究
学
会
で
平
恒
次
教
授
が
議
長
と
な
っ
て

｢近
世
以
後
の
琉
球
｣
の
テ
ー
マ
で
四
人
が
発
表
し
た
｡
こ
の
よ
う
に
国
際
学
会
で
沖
縄
研
究
を
発
表
す
る
こ
と
に
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よ
っ
て
'
国
際
的
に
沖
縄
研
究
が
徐
々
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
｡

最
後
に
'
沖
縄
研
究
の
国
際
化
に
向
け
た
謙
語
を
あ
げ
て
､
小
論
を
閉
じ
た
い
o

①
国
際
琉
球
研
究
学
会
を
充
実
'
発
展
さ
せ
て
き
た
北
ア
メ
リ
カ
中
心
の
研
究
者
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
'

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
'
南
ア
メ
リ
カ
を
含
め
た
論
に
広
げ
る
｡
②
琉
球
研
究
の
基
本
文
献
を
欧
文

へ
翻
訳
し
て
外
国
人
研

究
者

へ
便
宜
を
計
る
｡
特
に
琉
球
史
料
'
復
帰
運
動
資
料
の
翻
訳
は
重
要
で
あ
る
｡
③
沖
縄
県
出
身
者
､
ア
メ
リ
カ
人

が
書

い
た
沖
縄
関
係
の
博
士
､
修
士
論
文
を
琉
大
図
書
館
'
県
立
図
書
館
で
収
集
'
翻
訳
'
出
版
す
る
｡
④
米
国
留
学

生
の
博
士
'
修
士
論
文
の
目
録
を
作
る
｡
⑤

ハ
ワ
イ
大
ホ
-
レ
イ
文
庫
､
エ

ー
ル
大
'

ハ
ー
バ
ー
ド
大
に
保
管
さ
れ
て

い
る
和
文
､
漢
文
､
欧
文
の
琉
球
関
係
文
献
の
復
刻
､
翻
訳
､
出
版
'
日
録

作
り
を
沖
縄
県
の
プ
ロ
ジ

エ
ク
-
と
し
て

遂
行
す
る
｡
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